
東日本大災害被災者支援への留学生の皆さんの熱い心 
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５月１２日、今春学業を終えたとき起こった東日本大震災に大変心を痛めながら帰国したマレーシアからの留学生

Lim Yi-Kang君から、ご覧頂くような大変可愛らしい絵葉書図案を添えて以下のようなメールを受け取りました。 

    「……前段省略…… 今、震災援助のため、２０００枚はがきを販売しており、すべての収入は日本の赤十字社

に寄付するつもりです。今日は、キャンペーンの三日目です。昨日まで、マレーシアリンギット７６５をもらいました！

はがきのデザインはマレーシアの友達（Tang Yau-Hoong さん）をやってくれました、自分は私費で印刷費を払い、 

パブリシティもネットのソーシャルネットワークでやっています。 

ある友達は、寄付をしても、はがきが貰いません。だから、はがきを余るはずです。あのはがきは、もう一枚一瀬さん

のほうに送りました。ですから勿論お金が要らないです。私は Tey 君に２００枚はがきを送りました、彼によってはがき

は日本のマレーシアコミュニティによい反響を受けているそうです。もし２００枚を売り切れ場合は、２０，０００円を赤十

字に寄付を出来ます。……中段省略……(マレーシアにいるので、文書を見てくれる人は居なくなります。変な文書が

あれば、ご了承くださいませ)」 

Lim君、Tey君いずれもKAHFのメンバーです。小生、Tey Kuan-Chung君が２００枚も捌くのは荷が重かろうと

思って、少し引き受けるよと申し出ていたのですが、先日Tey君から留学生の間で大変好評で２００枚完売したと連絡

がありました。KAHFメンバーの留学生の人たちが大変協力してくださったそうです。 

東日本大災害被災者支援へのLim君の心意気そしてTey君や多くの留学生の皆さんの熱い気持ち、本当に有難く嬉

しいことです。KAHFの皆さんにも是非知っていただきたく筆を執りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 


